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赤川処分場予定地周辺の地質― a の断層群
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赤川処分場― a の断層群の傾斜方向＝山側
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実験：下（基盤）の上下方向の力が，表層付近では横方向の応力に変化した．
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震央から約20km南西

2006年6月14日岩手宮城内陸地震により発生した
大規模地すべり



震央から約30km南西



この場所で地震が起きなくても

地震動で斜面崩壊を起こす可能性がある



たとえば、宮城県栗原市小川原の一迫川右岸の
崩壊の規模を同じスケールで表示し、重ねると…
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1997/10/01～2009/05/28の深さ50km以浅の震央分布

200４年中越地震

2007年中越沖地震

信濃町広域の地図
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収集し一元的に処理して得られた一元化検定済みデータを使用した．
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赤川地域の地質と地震について
ま と め

・野尻湖周辺は，活構造が多く発達し，地震活動も活発
で，新しい地質時代の構造運動が活発な地域である

・したがって，近くで地震が発生した場合でも，崩壊を起
こしやすい地形・地質であり，処分場の建設には適切で
はない場所である．

・赤川処分場予定地には，猿丸層を切り，野尻ローム層
に覆われる断層があり，湧水が多く出ていて，地すべりを
起こす可能性がある


